平成２９年度鶴岡市水産振興協議会　会議録
○日　　　時　　平成２９年１１月１４日（火）午前１０時
○会　　　場　　由良コミュニティセンター
○委員出席者　　鶴岡市水産振興協議会委員１４名
○市側出席者　　事務局６名

（午前１０時　開会）

１　開会

２　あいさつ（農林水産部長）
　世界的な気候変動により、農作物や水産物への影響が出ている。漁獲量は大幅減となっており、非常に心配している。
　そのような状況の中、現在市では、県漁協、山形県と共に水産物の販路拡大に向けた取り組みを行っている。県では庄内浜水産物ブランド創出協議会の立ち上げや内陸への販路拡大、漁業者の皆様にはブランド魚の東京への販路拡大等、ご尽力いただいている。
今後は安定供給体制を構築するため、加工品開発や蓄養の検討も含め、現在取り組んでいるブランド魚の確立に加え、未利用魚の活用等が課題となる。漁業者、関係機関の皆様の一層のご協力をお願いしたい。
　本日は皆様から貴重なご意見を頂戴したいので、よろしくお願い申し上げる。
３　会長の選出
　　前会長　五十嵐安哉氏の辞任届を今年６月に受理しているため、改めて互選により、山形県漁業協同組合　代表　理事組合長　本間昭志氏が会長に選出された。
４　報告
報告事項１～６について事務局より説明
５　意見交換
　　平成３０年度の水産振興について事務局から説明　
（会長）
　ただいまの事務局からの報告を踏まえ、各委員からのご意見を頂きたいと思います。
（伊関委員）
加茂水産高等学校についてだが、漁業を勉強したいから入学するという生徒はほんの一部しかいない状況。本当に漁業を学びたくて入学した生徒のために、例えば地元の漁業に特化した学科を作り、卒業したら即戦力になれるような技術・知識を身に付けさせてはどうか。
　また、全体的に市の施策については内向きだと感じるので、もっと対外的な広い視野が必要。ユネスコ食文化創造都市に認定といっても周りに知られていないし、こちらとしても説明できないので、出荷物にＱＲコードを付けて鶴岡市のＨＰに誘導するなど、もっとＰＲするべきではないか。漁業者としてもＰＲしたいのだが、今一つしきれていない現状がある。
魚のＰＲにしても例えばクロダイを出荷する際に、漁業者が勝手に「鶴岡市の魚クロダイ」と謳ってＰＲシール等を作っていいものか。作るとすると資金的支援などはないものか。また、鱈についても現在白山島が描かれたシールを貼り付けしているが、インパクトが弱い。庄内の鱈は関東では青森、北海道と並んで鱈の３大拠点として評価されているので、もっとＰＲ方法を考える必要がある。
（事務局）
加茂水産高校については、県も含めて話をしていかなければならない。
また、鶴岡市のＰＲについてだが、食文化創造都市推進プランを策定し、今後５年間を見据えて盛り上げていく予定。今後もっと浸透してくれば、シール等でＰＲしていく必要がある。それをいかにブランド化に繋げていくかが市としての課題だと考えている。また、国内外から鶴岡に「来て、食べてもらう」ように、安定供給体制を構築したいと考えている。
（事務局）
今年度、山形県、２市１町、県漁協を始めとする関係団体で、庄内浜水産物ブランド創出協議会を立ち上げ、新たなブランドの創出を図る目的で取り組んでいる。皆様からのご意見を広く聞きながらやっていきたい。
（委員代理：庄内総合支庁水産振興課長補佐）
前出の協議会において、現時点で具体的な名前が挙がっているのは、サワラ、トラフグの２種類であるが、寒ダラなど他の魚種についても検討中である。水産試験場でも鮮度保持の指導等されていると聞いているので、今後さらに力を入れ単独の魚種として取りあげていけるようになればと考えている。
また、紅エビについてはＨ２２年くらいからトップブランドとして知事のトップセールス等行っているが、そちらも前進させていきたい。
（会長）
鱈の神経締めについて、水産試験場はどう考えるか。

（笠原委員）
神経締めするとしないでは、鮮度に大きな違いがある。水産試験場としては、神経締めの有無の違いを鮮度保持などの数値化をして皆さんにお示しできるようにしようと活動している。その中で神経締めや鮮度保持の手法もレベルアップしていく部分もあるだろうから、指導していきたいと思う。
（遠藤委員）
先ほど寒ダラがブランド化されてきているとの話があったが、その寒ダラ汁に使う岩ノリが、ここ２、３年付きが良くない。水産試験場に相談したところ、岩盤の清掃をしたほうがよいとのことだったが、高齢化、人員不足で思うように清掃できない。
（会長）
豊浦では、昨年男性漁業者が協力して岩盤清掃を行った。由良の方でもそのような体制でやれないか。
（佐藤満委員）
先ほど水産高校の話がでたので、補足させていただく。元々水産高校が出来たときには山形県の漁業だけではなく、日本の水産人の育成が大きな目標であったものが、年々入学者が減少したため、日本という大きな括りではなく、本県の漁業に従事する子どもの育成を目指すようになった。
先ほど地元漁業に特化した学科を作るとの話があって素晴らしい事と思ったが、実際そこにどれだけの人が集まるか。それならばとりあえずたくさん人を集めて、その中で興味のある子に漁業を学ばせる。そしてもっと学びたい子は大学等への進学指導を、漁業に就業したいという子には漁業指導をするということになったのだと思う。
近年水産高校では、生徒募集のため内陸の中学校を訪問しているが、漁業を学びたいというよりは魚に興味があるという理由で数名が入学してきていると聞いている。実は、水産高校卒業後庄内に残って漁業をしたいという子は内陸から来た子が結構多い。漁業をやりたくて入学した訳ではない子が、漁業に興味を持ってくれたということは、とてもありがたいこと。
水産高校にはいろんな子がいる。また、卒業生は様々なところで活躍している。長い目で見て、将来的に一人でも二人でもいいので漁業を続けていく子が育てばいいと思うので、よろしくお願いしたい。
（会長）
組合でも担い手がおらず苦心している。乗組員不足でインドネシアから研修生を受け入れている漁業者もいて、イカ釣りだけではなく、定置にも乗せることにした。それだけ担い手不足が課題となっているので、水産高校からは頑張っていただきたい。
（佐藤勝則委員）
新規漁業就業者について、毎年何人ほどいるのか。
（事務局）
今年は市全体で６～７人。
（会長）内水面から、何かありますか。
（本間委員）
今、川の中に葦がたくさんありアユ釣りができる場所が限られ困っている。収益も落ちている。草刈りする等、何か対策はないか。
（事務局）
河川管理者に市としても要望しているところではあるが、事業を順位づけして行っているようなのでご理解いただきたい。

（黒井委員）
この度、水産庁のウナギ生息環境改善支援事業を受けた。今年度は全国８か所で行われるもので、ウナギの棲み処となる石倉カゴを設置し、生息環境をモニタリングしていくというもの。今後モニタリングを継続していくが、赤川漁協としてはウナギの他、サクラマスの増殖に役立つのではと期待している。
（会長）
子どもの魚離れが懸念されるが、市としてはどう考えているか。
（事務局）
学校給食に魚介類（切り身、練り物）を積極的に取り入れてもらうよう、学校給食センターに話をしている。また、保育園児を対象におさかな教室を開催し、幼少期から魚食に親しんでもらう取り組みを行っている。
６　話題提供

　　事務局より説明
（午前１２時　閉会）
